
　
「
吉
田
文
書
」に「
松
原
村
明
細
帳
写
」

が
あ
る
。
村
明
細
帳
は
、
村
高
・
反
別
・

年ね
ん
ぐ貢
・
戸
数
・
人
口
・
水
利
・
山
林
・

物
産
な
ど
を
記
す
帳
簿
で
あ
る
。
こ
の

文
書
は
、
作
成
年
度
を
欠
く
が
、
記
載

内
容
か
ら
弘
化
３（
１
８
４
６
）年
以
降

に
作
ら
れ
た
明
細
帳
の
写
し
で
あ
る
。

そ
の
中
か
ら
村
の
基
本
的
な
事
項
と
、

山
林
に
関
す
る
部
分
を
順
不
同
で
紹
介

す
る
。

　
【
一
、
本ほ

ん
む
ら村・入い
り
ち地

二
ヶ
所
に
て
枝
郷・

作
り
出
御
座
無
く
候
。
但
し
、
本
村
二

十
五
軒
、
入
地
十
八
軒
】

　

本
村
は
現
在
の
元
松
原
区
で
、
入
地

（
枝
村
）は
新
松
原
区
の
こ
と
で
あ
る
。

　
【
一
、
人
数
二
百
五
十
三
人
。
内
、

男
百
三
十
二
人
、
女
百
二
十
一
人
】

　
【
一
、
面め

ん
や
く役
高
六
十
二
人
】

　

面
役
は
、
15
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
男

性
に
課
し
た
労
働
税
で
、
藩
の
土
木
工

事
な
ど
に
従
事
し
た
。

　
【
一
、
牛
馬
数
四
十
八
疋ひ

き

。
内
、
牛

四
十
疋
、
馬
八
疋
】

　
【
一
、
御
年
貢
。
米
四
百
十
五
俵ひ

ょ
う

一
斗

三
升
六
合
、
大
豆
二
十
一
俵
九
升
二
合
】

　

年
貢
は
田
が
玄
米
、
畑
は
大
豆
で
納

め
て
い
た
。

　
【
一
、
山
坪
数
十
八
万
坪
。
内
、
十

四
万
六
千
六
百
七
十
坪
・
本
村
浜
山
、

三
万
三
千
三
百
三
十
坪
・
入
地
浜
山
】

　

松
原
村
に
は
広
大
な
浜
山
は
在
る

が
、
農
民
が
利
用
す
る
証し

ょ
う
こ拠

山
・
古ふ

る
の野

山
や
宮
山
が
全
く
無
い
の
で
あ
る
。
松

原
村
は
、
村
高
４
２
０
石
の
村
で
あ

る
。
村
高
や
年
貢
を
記
す
項
目
の
中
に
、

「
砂
山
下
荒
」が
あ
る
。
こ
れ
は
、
浜
山

の
砂
の
被
害
で
耕
作
不
能
の
農
地
で
あ

る
。
砂
山
下
荒
の
部
分
は
、
本
文
書
と

同
時
期
の「
松
原
村
軸
帳
写
」が
よ
り
詳

細
で
あ
る
。
そ
れ
を
部
分
引
用
す
る
。

　
【
本
村
分
。
田
数
七
反
十
六
歩
、
元

文
五
年
砂
山
下
荒
、
御
徳と

く
び
き引
。
田
数
二

畝
二
十
九
歩
、
砂
山
下
荒
、
村む

ら
べ
ん弁
】

　
【
本
村
分
。
畠
数
一
町
一
畝
十
四
歩
、

延
享
三
年
砂
山
下
荒
、
御
徳
引
】

　

元
文
５（
１
７
４
０
）年
と
延
享
３

（
１
７
４
６
）年
に
郡
役
所
が
砂
山
下
荒

を
認
定
し
、
そ
の
大
半
を
年
貢
の
免
除

（
徳
引
）と
し
た
。
残
地
は
村
が
年
貢
を

負
担（
村
弁
）し
た
の
で
あ
る
。
砂
山
下

荒
は
、
本
村
だ
け
の
被
害
で
、
枝
村（
入

地
）に
は
無
い
。
本
村
は
、
砂
の
被
害

で
５
千
２
百
坪（
１
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
農
地
を
喪そ

う
し
つ失
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
【
一
、
銀
十
匁も

ん
め、
落
松
葉
運う

ん
じ
ょ
う上
。
一
、

同
二
十
三
匁
三
分ぶ

四
厘り

ん

、
藪や

ぶ

坪
銀
。
一
、

同
一
匁
、
松し

ょ
う
ろ露
運
上
】

　
い
ず
れ
も
雑
税
で
あ
る
。
落
松
葉
は
、

浜
山
で
採
取
す
る
燃
料
。
藪
坪
銀
は
農

民
所
有
の
竹
藪
に
課
し
、
松
露
は
浜
山

で
採
取
し
た
。
松
露
は
、
世
界
三
大
珍

味
の
一
つ
で
あ
る
ト
リ
ュ
フ
に
似
た
形

状
の
キ
ノ
コ
で
あ
る
。

　
【
一
、
肥こ

や

し
。
馬
屋
肥
、
海か

い
そ
う藻
、
わ
ら
、

垢あ
か
た
ま
り
ど

溜
土
】

　

肥
し
は
田
畑
の
肥
料
、
馬
屋
肥
は
馬

小
屋
の
敷
き
藁わ

ら

や
糞ふ

ん

、
垢
溜
土
は
河
川

や
水
路
の
泥
土
で
あ
る
。

　
【
一
、
カ
シ
キ
草
伐
場
。
手
野
村
山

に
て
伐
り
申
し
候
、
道み

ち
の
り法

十
五
町
程
】

　
カ
シ
キ（
刈
敷
）は
、
肥
料
と
し
て
田

に
す
き
込
む
若
葉
や
草
の
こ
と
。
松
原

村
は
自
村
に
草
刈
り
場
が
無
い
の
で
、

手
野
村
に
草
場
を
持
っ
て
い
た
。

　
【
一
、
薪ま

き

切
場
。
居
村
浜
山
落
葉
並

び
に
枯か

れ

松
、
御
仕し

く
み組

払
い
願
い
受
け
、

伐
り
取
り
申
し
候
。
道
法
三
町
程
】

　

浜
山
の
落
松
葉
や
払
下
げ
の
枯
れ
松

を
燃
料
に
し
て
い
た
。

　
【
一
、
助
成
。
茄な

す子
、
赤
芋
、
松
露
】

　

助
成
は
、
農
家
の
生
活
を
助
け
る
産

物
の
こ
と
で
あ
る
。
芦
屋
・
赤
間
・
黒

崎
な
ど
の
宿
場
町
に
売
り
、
現
金
収
入

と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
松
原
村
の
砂

の
被
害
に
つ
い
て
は
、「
三
里
松
原
の
植

林
」の
稿
で
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

古
文
書
で
探
る
庶
民
の
く
ら
し

　
　
―
松
原
村
明
細
帳
写
―
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